
 

  
  

 

 ３学期が始まり、気温が低いだけでなく風も強く、本当に寒い日があったかと思えば、冬を忘れさせるほど暖かいと思わせる日

があり、不思議な冬だなと感じています。学校では、いよいよ３年生の受験が本格化し、期待と緊張が入り混じった表情の生徒を

目にしています。１年生は、強風の中、地域の防災に係る多くの方にご指導を受けながら、地域を回り危険個所の確認をするフィ

ールドワークをしてきました。これは、台風や地震など大きな災害が発生した際、「どこで」「どんな」危険の可能性があるかが

分かる「防災マップ」を作成するために実際に目で見て確認するという活動です。２年生は、３月に実施される「自然の教室」の

取組が進み、保護者説明会を実施しました。丁度その頃、東北・北陸では大寒波が押し寄せ、大雪で大変なところでした。また先

日は、特別支援学級の作品展が開かれ本校の８組のみなさんで、運営に参加してきました。 

 話は変わりますが、先日ホームセンターに立ち寄った際には、随分と春の花が並び、気持ちまで明るく暖かくなってきました。

自宅の玄関周りに花を飾ろうかなと考えながら、それらを見ていて、ふと、みなさんもご存じの歌を思い出しました。それが今月

のタイトルです。歌詞をご紹介します。 
 

 世界に一つだけの花 
 

花屋の店先に並んだ いろんな花を見ていた ひとそれぞれ好みはあるけど 

どれもみんなきれいだね 
 

この中で誰が一番だなんて 争うこともしないで バケツの中誇らしげに 

しゃんと胸を張っている 
 

それなのに僕ら人間は どうしてこうも比べたがる 一人一人違うのにその中で 

一番になりたがる 
 

そうさ 僕らは 世界に一つだけの花 一人一人違う種を持つ 

その花を咲かせることだけに 一生懸命になればいい 
 

小さい花や大きな花 一つとして同じものはないから 

NO.1にならなくてもいい もともと特別な Ｏｎｌｙ Ｏｎｅ 
 

少しのんびりとできた休日に、花を見ながらこんな歌を思い出していました。すでに成人を迎えた自分自身の子どもたちへの子育

てを振り返りました。彼らは花を咲かせてくれただろうか。のびのびとした子育てをできただろうか。追い込むような子育てではな

かったか。あの頃、我が子はどんな思いだったか等…。その時は「こどものため」と考えて言ったこと、したことで我が子を苦しめ

ていなかったか…。今から戻ることができない分、親の自己満足なっていたのではないかと、一人反省した次第です。 

今年度もそろそろ締めくくりの時期が近づいてきました。新年度に向け学校でも様々な振り返りを行い、次への準備を始めていま

す。白幡中生の新しいスタートのため、しっかりと考えて豊かな経験ができるよう準備したいと考えています。地域、保護者のみな

さま、様々なご協力をお願いするかと思います。またご意見をいただけるとありがたいと考えます。地域の白幡中学校として、生徒

が自分で考えて前へ進み、成長することができるよう努力してまいります。お気づきのことがありましたら、ご遠慮なくお声掛けく

ださい。よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 

《学校教育目標》（知）主体的に学ぶ生徒 

          （徳）正しく判断できる生徒 

          （体）心身を鍛える生徒 
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